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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
が
日
本
で
も
都

市
部
を
主
に
全
国
に
広
が

り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
さ

い
わ
い
に
も
本
町
に
感
染

者
は
で
て
い
ま
せ
ん
が
、

人
か
ら
の
感
染
が
ほ
と
ん

ど
で
す
か
ら
、
不
要
な
遠

方
へ
の
外
出
や
人
の
多
く

集
ま
る
場
所
は
自
粛
を
し
、

終
息
に
向
け
頑
張
り
ま
し

ょ
う
。

　

早
い
も
の
で
私
共
６
名

が
広
報
活
動
に
携
わ
っ
て

２
年
が
経
ち
ま
し
た
。　

　

本
広
報
編
集
が
最
後
に

な
り
ま
す
。
わ
か
り
づ
ら

い
点
が
あ
っ
た
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
今
後
共
、
議
会

だ
よ
り
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。
本
当
に
有
難

う
御
座
い
ま
し
た
。
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広
島
と
長
崎
に
ア
メ

リ
カ
の
原
子
爆
弾
が
投

下
さ
れ
て
か
ら
72
年
を

経
た
２
０
１
７
年
７
月

７
日
、
歴
史
的
な
核
兵

器
禁
止
条
約
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

　

条
約
は
、
核
兵
器
に

つ
い
て
破
滅
的
な
結
末

を
も
た
ら
す
非
人
道
的

な
兵
器
で
あ
り
、
国
連

憲
章
、
国
際
法
、
国
際

人
道
法
、
国
際
人
権
法

に
反
す
る
も
の
で
あ
る

と
断
罪
し
て
、
こ
れ
に

「
悪
の
烙
印
」
を
押
し

ま
し
た
。
核
兵
器
は
い

ま
や
不
道
徳
で
あ
る
だ

け
で
な
く
、
歴
史
上
は

じ
め
て
明
文
上
も
違
法

な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

条
約
は
、
開
発
、
生

産
、
実
験
、
製
造
、
取

得
、
保
有
、
貯
蔵
、
使

用
と
そ
の
威
嚇
に
い
た

る
ま
で
、
核
兵
器
に
か

か
わ
る
あ
ら
ゆ
る
活

動
を
禁
止
し
、「
抜
け

穴
」
を
許
さ
な
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
条
約
は
、
核
保

有
国
の
条
約
へ
の
参
加

の
道
を
規
定
す
る
な
ど

核
兵
器
完
全
廃
絶
へ
の

枠
組
み
を
示
し
て
い
ま

す
。
同
時
に
、
被
爆
者

や
核
実
験
被
害
者
へ
の

援
助
を
お
こ
な
う
責
任

も
明
記
さ
れ
、
被
爆
国
、

被
害
国
の
国
民
の
切
望

に
答
え
る
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
核
兵

器
禁
止
条
約
は
、
被
爆

者
と
と
も
に
我
々
国
民

が
長
年
に
わ
た
り
熱
望

し
て
き
た
核
兵
器
完
全

廃
絶
に
つ
な
が
る
画
期

的
な
も
の
で
す
。

　

２
０
１
８
年
９
月
20

日
、
核
兵
器
禁
止
条
約

へ
の
調
印
・
批
准
・
参

加
が
開
始
さ
れ
て
以
降
、

国
際
政
治
で
も
各
国
で

も
、
前
向
き
な
変
化
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。
条

約
調
印
国
は
ア
ジ
ア
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
南
米
、

ア
フ
リ
カ
、
太
平
洋
諸

国
の
80
か
国
、
批
准
国

は
34
か
国
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　

日
本
政
府
は
、
被
爆

国
と
し
て
核
兵
器
全
面

禁
止
の
た
め
に
真
剣
に

努
力
す
る
証
と
し
て
、

核
兵
器
禁
止
条
約
に
参

加
、
調
印
、
批
准
す
る

こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。

（
提
出
先
）

衆
議
院
議
長
、
参
議
院

議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

外
務
大
臣

大
切
だ
。

　

給
食
費
は
、
年
間
ひ
と

り
約
５
万
円
を
徴
収
し
て

お
り
、
そ
の
う
ち
の
３
万

円
分
を
支
援
し
て
い
る
。

　

全
て
の
小
中
学
生
の
給

食
費
を
無
償
に
す
る
こ
と

は
、
親
子
方
式
に
よ
る
共

同
調
理
が
軌
道
に
乗
れ
ば
、

今
後
、
議
員
や
関
係
者
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
考
え

た
い
。

日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の

　
　
　
　
　
　

調
印
・
批
准
を
求
め
る
意
見
書

陳
情
・
請
願
等
の
審
査

　

「
核
兵
器
禁
止
条
約
に

賛
同
し
、
調
印
す
る
よ
う

に
求
め
る
陳
情
書
」
は
、

委
員
会
及
び
本
会
議
で
も

全
会
一
致
で
採
択
と
な
り
、

国
へ
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
な
り
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
て
い
た
「
加

齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購

入
に
対
す
る
公
的
補
助
制

度
創
設
を
求
め
る
請
願

書
」
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
継
続
審
査
と
な
り
ま

し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
健
厚
生
常
任
委
員
会

龍田安廣議員　
山本喜平議員　に自治功労者表彰

　

２
月
５
日
に
開
催
さ
れ

た
全
国
町
村
議
会
議
長
会

定
期
総
会
に
お
い
て
、
龍

田
安
廣
議
員
が
議
会
議
員

と
し
て
15
年
以
上
、
山
本

喜
平
議
員
が
27
年
以
上
在

職
の
、
自
治
功
労
者
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
長
年
の

議
会
活
動
を
通
じ
、
地
方

自
治
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
こ
と
に
対
す
る
も

の
で
す
。

　

定
例
議
会
冒
頭
、
熊
谷

重
美
議
長
よ
り
両
氏
へ
、

表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ
れ

ま
し
た
。


